
１月７日、中央公民館で平成３０年田子町成人式が行われ、新成人らは久しぶりに会う友人や恩師との再
会を喜びました。詳しくは公民館情報をご覧ください。

祝！ 新成人
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●
今
月
の
話
題

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

30
年
の
新
春
を
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政

に
対
し
ま
し
て
は
、
あ
た
た
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
田
子
町
長
を
拝
命
し
、

７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え

て
心
も
新
た
に
し
、
誠
実
に
そ
し
て
、

町
民
目
線
で
、
見
え
る
行
政
、
親
し
ま

れ
る
役
場
と
す
る
た
め
、
創
意
工
夫
を

し
な
が
ら
行
政
運
営
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
理
解
、
ご
協

力
、
ご
参
画
並
び
に
ご
助
言
、
ご
提
言

を
昨
年
に
も
増
し
て
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

《
第
六
次
田
子
町
総
合
計
画
に
つ
い
て
》

　

平
成
30
年
度
は
、
10
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
で
あ
る「
第
六
次
田
子
町

総
合
計
画
」の
３
年
目
の
年
と
な
り
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
田
子
町
の
将
来
像

を
目
指
し
各
分
野
毎
の
目
標
を
定
め
る

も
の
で
、
町
の
最
も
基
本
的
な
計
画
と

な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。｢

人
が
輝
き

ま
ち
が
輝
く　

活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち｣

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
全
て
の

人
が
や
さ
し
く
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住
み
続
け
た
い
」

と
思
え
る
魅
力
あ
る「
ふ
る
さ
と
田
子
」

を
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
知
恵
と
力

を
出
し
合
い
、
町
民
と
行
政
の「
協
働
」

の
仕
組
み
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《
田
子
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
地
方

創
生
総
合
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て
》

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
、

歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
潤
い
の

あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指

し
て
策
定
し
た「
田
子
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」は
今
年
が
４

年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、「
魅
力
あ
ふ
れ
る
し
ご

と
づ
く
り
」「
み
ん
な
が
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
」「
結
婚
か
ら
始
ま
る
子
育

て
総
合
支
援
」「
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

社
会
づ
く
り
」の
４
つ
を
基
本
目
標
に

掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、

４
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
数
値
目
標
や

評
価
指
標
を
定
め
、
そ
の
達
成
度
を
評

価
・
検
証
し
つ
つ
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
政

策
推
進
課
を
中
心
に
関
係
各
課
及
び
各

課
の
連
携
に
よ
っ
て
成
果
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
修
正
を
加
え
つ
つ
、
目

標
達
成
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

《
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
》

　

次
に
、
平
成
30
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

◎「
農
林
畜
産
業
・
商
工
観
光
」に
つ

い
て

　【
農
業
振
興
】

・
水
田
農
業
経
営
の
安
定
、
有
利
販
売

や
体
験
型
農
業
に
よ
る
付
加
価
値
化
を

研
究
・
検
証
し
ま
す
。

・
生
分
解
性
マ
ル
チ
等
の
導
入
よ
る
肥

培
管
理
の
適
正
化
に
よ
り
、
環
境
に
優

し
い
農
業
、
売
れ
る
野
菜
に
向
け
て
の

農
業
を
展
開
し
ま
す
。

・
農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
設
立
し
た
認
定
農
業
者
連
絡
協

議
会
に
お
い
て
、
農
業
政
策
の
ご
提
言

等
ご
協
力
い
た
だ
き
、
農
業
経
営
の
安

定
化
を
図
り
ま
す
。

・
新
規
就
農
者
や
女
性
農
業
者
と
の
交

流
を
進
め
、
田
子
町
農
業
の
時
代
に
即

し
た
在
り
方
を
探
り
、
経
営
力
向
上
を

目
指
す
た
め
、
弘
前
大
学
や
青
森
県
産

業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
包
括
連
携
協
定

を
進
め
て
行
き
ま
す
。

【
た
っ
こ
に
ん
に
く
】

・
農
林
水
産
省
に
お
い
て
品
種
登
録
さ

れ
た「
た
っ
こ
１
号
」に
よ
り
、
他
産
地

と
の
差
別
化
を
図
り
、
今
後
の
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
の
大
き
な
柱
と
位
置
付
け
、
田

子
町
の
財
産
と
し
て
守
り
育
て
て
行
き

ま
す
。

・
新
規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
や
、
に

ん
に
く
栽
培
を
目
指
す
農
家
へ
の
支
援

な
ど
、
新
た
な
支
援
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
弘
前
大
学
や
青
森
県
産
業
技

術
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
進
め
、
諸
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

【
林
業
へ
の
取
り
組
み
】

・
森
林
資
源
活
用
検
討
委
員
会
に
よ
り
、

森
林
資
源
の
多
様
な
利
活
用
の
促
進
や

林
業
再
生
に
向
け
た
事
業
の
可
能
性
な

ど
、
森
林
資
源
の
掘
り
お
こ
し
を
行
い

ま
す
。

【
畜
産
振
興
】

・
繁
殖
雌
牛
や
肥
育
牛
の
増
頭
や
、
経

営
の
安
定
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
り

つ
つ
安
定
供
給
を
目
指
す
た
め
、
田
子

牛
産
地
形
成
事
業
を
充
実
し
、
き
め
細

や
か
な
支
援
を
展
開
し
ま
す
。

【
六
次
産
業
化
】

・
六
次
産
業
化
推
進
戦
略
を
多
く
の
町

民
と
共
有
・
試
行
を
行
い
、
関
係
諸
団

体
等
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
田
子

町
な
ら
で
は
の
六
次
産
業
化
を
目
指
し

新
年
の
あ
い
さ
つ

田
子
町
長
　
山
本
晴
美
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●
今
月
の
話
題

ま
す
。

・
拠
点
施
設
と
な
る「
道
の
駅
」の
整
備

に
向
け
、
諸
課
題
の
整
理
や
、
必
要
機

能
、
生
産
加
工
に
関
す
る
現
状
や
展
望

な
ど
に
つ
い
て
、
町
民
の
方
々
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
調
査
、
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

【
商
工
振
興
】

・
創
業
実
践
塾
を
通
じ
て
、
経
営
、
財

務
、
人
材
育
成
、
販
路
開
拓
な
ど
、
創

業
に
必
要
な
知
識
の
習
得
に
対
し
支
援

し
ま
す
。

・
個
別
相
談
に
よ
る
事
業
者
の
経
営
計

画
や
個
別
の
課
題
に
応
じ
た
指
導
の
実

施
、
町
内
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
空

き
店
舗
の
活
用
や
商
品
の
開
発
を
展
開

し
ま
す
。

【
観
光
振
興
】

・
町
の
に
ん
に
く
関
連
、
３
大
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
を
図
り
、
田
子
町
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
観
光
施
設
の
有

効
活
用
と
適
正
管
理
に
努
め
、
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

・「
食
」を
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
と
捉
え
、

通
年
観
光
・
交
流
人
口
の
増
大
の
た
め

開
発
し
た「
ガ
リ
ス
テ
ご
は
ん
」を
観
光

資
源
と
し
て
大
切
に
育
て
、
町
内
商
業

者
及
び
起
業
希
望
者
へ
の
支
援
を
行
う

こ
と
で
観
光
振
興
及
び
商
業
振
興
を
図

り
ま
す
。

◎
「
教
育
」
に
つ
い
て

・
田
子
高
校
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
医

療
費
支
援
、
入
学
祝
い
金
の
贈
呈
、
各

種
検
定
試
験
受
検
料
助
成
や
、
８
月
に

長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
出
場
旅
費

な
ど
、
田
子
高
校
及
び
田
子
高
校
後
援

会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
支
援
を

行
い
、
町
民
の
皆
様
の
熱
い
思
い
と
と

も
に
田
子
高
校
存
続
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

・
奨
学
資
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
貸
付

額
の
増
額
や
返
済
の
一
部
を
免
除
す
る

こ
と
に
よ
り
、
学
ぶ
意
欲
に
溢
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
教
育
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
を
抑
え
、
多
く
の
生
徒
が
上
級
の

学
校
へ
進
学
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

◎
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」
に
つ
い
て

・
健
診
率
の
向
上
、
様
々
な
機
会
で
の

健
康
指
導
や
相
談
、
病
気
の
早
期
発
見・

早
期
治
療
を
推
進
し
、「
短
命
県
返
上
は

田
子
町
か
ら
」を
目
標
に
健
康
長
寿
を

目
指
し
ま
す
。

・
介
護
や
福
祉
、
障
が
い
関
係
の
相
談

業
務
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、「
仮
称　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
集
約
し
、
複
雑
か
つ

複
合
的
な
問
題
な
ど
に
対
し
て
も
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
解
決
で
き
る
よ
う
、
総
合

的
な
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

◎
「
そ
の
他
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

【
危
機
管
理
体
制
の
強
化
】

・
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
か
ら
、

生
命
と
財
産
を
守
り
、互
い
に
助
け
合
い
、

被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
、
自
主

防
災
組
織
結
成
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
近
年
の
台
風
等
に
よ
る
大
雨
災
害
等

の
対
策
と
し
て
、
机
上
訓
練
に
よ
る
町

の
本
部
機
能
の
向
上
、
災
害
対
応
の
手

順
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
消
防
・
警

察
・
自
衛
隊
等
の
関
係
機
関
、
並
び
に

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

【（
仮
称
）世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
】

・
夏
坂
と
大
湯
を
結
ぶ
仮
称
世
紀
越
え

ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
四

半
世
紀
に
わ
た
り
運
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
秋
田
県
側
で

当
該
路
線
の
調
査
が
行
わ
れ
た
と
伺
っ

て
お
り
、
今
後
、
議
会
や
関
係
市
町
村

と
協
力
し
な
が
ら
、
事
業
実
施
の
具
現

化
・
加
速
化
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
町
政
施
行
90
周
年
】

・
田
子
町
が
昭
和
３
年
11
月
10
日
に
町

制
を
施
行
し
て
か
ら
、
平
成
30
年
11
月

10
日
で
満
90
年
と
な
り
、
節
目
の
年
を

迎
え
ま
す
。
町
民
の
皆
様
を
始
め
、
関

係
各
位
の
格
別
な
る
ご
指
導
と
ご
支
援
、

ま
た
、
こ
の「
ふ
る
さ
と
田
子
」を
愛
す

る
多
く
の
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜

で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

11
月
に
は
、
町
制
施
行
90
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
町
内
各
所
の

水
彩
画
集
の
制
作
を
し
、
皆
様
の
ご
家

庭
に
お
配
り
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

新
年
を
迎
え
、
30
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
近
年
の

行
政
は
行
政
で
取
り
組
む
仕
事
か
ら
、

町
民
と
協
力
し
共
に
働
く「
協
働
」が
注

目
を
集
め
て
お
り
ま
す
。

　

山
積
す
る
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
・

ご
参
画
が
必
要
・
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
申
し
上
げ
ま
し
た
様
々
な

取
り
組
み
は
、
現
在
の
田
子
町
に
必
要

か
つ
、
将
来
へ
の
展
望
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
と
心
一
つ

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
実
現
で
き
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ひ
と
が
輝
き　

ま
ち
が
輝
く

活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」の
基
本

目
標
に
掲
げ
て
い
る
、
最
も
大
切
な
こ

と
は
、
ま
ず「
人
が
輝
く
こ
と
」で
あ
り

ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
が
町
と
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
、
生
き
甲
斐
に
溢
れ
、
希
望

に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
念
願
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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今
季
の
無
事
故
を
願
う

創
遊
村
２
２
９
ス
キ
ー
ラ

ン
ド
（
※
写
真
３
）

　

12
月
16
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら
20
余
名

が
シ
ー
ズ
ン
中
の
無
事
故
を
祈

願
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
の

委
託
を
受
け
て
ス
キ
ー
場
を
運

営
し
て
い
る
創
遊
村
２
２
９
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
を
愛
す
る
会（
釜

渕
清
嗣
会
長
）が
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
も
創
遊
村
２
２
９
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
は
、
平
日
は
ナ
イ

タ
ー
の
み
で
午
後
５
時
～
９
時

45
分
ま
で
、
土
曜
日
は
午
前
９

時
～
午
後
９
時
45
分
ま
で
、
日

曜
祝
日
は
午
前
９
時
～
午
後
４

時
ま
で
の
営
業
と
な
り
ま
す
。

尾
形
さ
ん
が
優
秀
賞
受
賞

～
枝
肉
研
究
会
褒
章
授
与

式
～
（
※
写
真
４
）

　

12
月
22
日
、
第
14
回
三
戸
地

方
黒
毛
和
種
改
良
組
合
枝
肉
研

究
会
褒
章
授
与
式
が
、
池
田
フ

ァ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
式

（
※
写
真
１
）

　

12
月
５
日
、
役
場
公
室
で
、

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
夫
婦
が
婚
姻

か
ら
継
続
し
て
１
年
以
上
田
子

町
に
居
住
す
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
し
た
場
合
、
夫
婦
に
結
婚

祝
い
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
晴
美
町

長
が「
町
も
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
田
子
町
で
大
き
な
幸
せ
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
」と
述
べ
、

対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦
に
結
婚

祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
事
業
開
始
か
ら
22
組
目
、

今
年
度
５
組
目
の
贈
呈
と
な
り

ま
す
。

　

贈
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
小
崎
聖
也
・
さ
や
か
夫
妻

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー

「
ダ
ー
ル
メ
ン
」３
連
覇
！

（
※
写
真
２
）

　

12
月
11
日
、
中
央
公
民
館
で

第
41
回
田
子
町
ナ
イ
タ
ー
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
閉
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
熱
い
試
合
を
繰
り
広

げ
た
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦
、
お
よ
び
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
閉
幕

し
、
優
勝
チ
ー
ム
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
リ
ー
グ
戦
〉

◎
優
勝　

ダ
ー
ル
メ
ン　
　
　

　

13
勝
０
敗　

※
３
連
覇

◎
準
優
勝　

20
代
前
半

　

11
勝
２
敗（
得
失
セ
ッ
ト
差
17
）

◎
第
３
位　

田
子
土
曜
会

　

11
勝
２
敗（
得
失
セ
ッ
ト
差
15
）

〈
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
〉
※
リ
ー
グ
戦
上
位
８
チ
ー

ム
に
よ
る

◎
優
勝　

ダ
ー
ル
メ
ン

　

※
２
連
覇

◎
準
優
勝　

田
子
土
曜
会

◎
第
３
位

　

あ
か
じ
ゃ
ー
ぢ
保
存
会

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
４
）
代
理
で
受
け
取
る
宮
村
さ
ん

（
写
真
３
）
今
年
度
の
安
全
を
祈
願

（
写
真
２
）
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
リ
ー
グ
戦

　

３
連
覇
の
ダ
ー
ル
メ
ン

（
写
真
１
）
祝
い
金
を
受
け
取
る

　

小
崎
さ
ん
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

褒
章
授
与
式
に
先
立
ち
、
三

戸
食
肉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
審

査
会
が
あ
り
、
同
研
究
会
に
所

属
す
る
三
戸
地
方
の
肥
育
農
家

か
ら
全
23
頭
が
出
品
さ
れ
、
厳

正
な
審
査
に
よ
り
各
賞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

田
子
町
の
入
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
優
秀
賞　
「
平
栄
平
」
号

　

尾
形
欣
典
（
種
子
）

祝　

木
谷
三
太
郎
さ
ん

１
０
２
歳
（
※
写
真
５
）

　

12
月
27
日
、
木
谷
三
太
郎
さ

ん（
七
日
市
）の
満
１
０
２
歳
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
み
ろ
く
苑

で
敬
老
祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
が
、
町
か
ら

は
敬
老
祝
金
と
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
み
ろ
く
苑
の

職
員
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら

れ
、
ご
家
族
と
一
緒
に
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

　

木
谷
さ
ん
は
大
正
４
年
12
月

27
日
生
ま
れ
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

へ
通
い
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
製
作
活
動
を
し
て
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
歳
以
上
の
町
民
は
木

谷
さ
ん
を
含
め
６
名
と
な
り
ま

し
た
。

無
火
災
に
向
け
決
意
を
新

た
に
～
平
成
30
年
田
子
町

消
防
団
出
初
式
～

（
※
写
真
６
）

　

１
月
４
日
、
住
民
安
全
を
守

る
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
を
目

的
と
し
て
、
町
内
で
田
子
町
消

防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
全
分
団
か
ら
約
１
６

０
名
の
団
員
が
参
加
し
、
タ
プ

コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場
に
隣

接
す
る
田
子
川
で
一
斉
放
水
訓

練
を
行
い
、
山
本
町
長
か
ら
観

閲
を
受
け
た
後
、
サ
ン
モ
ー
ル

た
っ
こ
商
店
街
入
口
ま
で
を
力

強
く
行
進
し
ま
し
た
。

　

行
進
の
後
に
は
中
央
公
民
館

で
式
典
が
行
わ
れ
、
消
防
団
活

動
に
尽
力
し
た
団
員
ら
に
賞
詞

や
感
謝
状
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
ら
は
今
年
１

年
の
無
火
災
に
向
け
て
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
お
け
る
表
彰
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
町
長
表
彰

「
賞
詞
」

第
４
分
団
班
長　

佐
藤
謙
一

第
１
分
団
団
員　

小
林
靖
典

第
２
分
団
団
員　

木
谷
健
悦

第
３
分
団
団
員　

山
本
三
知

第
５
分
団
団
員　

日
向
勝

第
６
分
団
団
員　

菊
地
充

第
７
分
団
団
員　

山
崎
和
寿

第
８
分
団
団
員　

沢
森
靖
史

第
９
分
団
団
員

尾
形
ジ
ョ
イ
ジ
ェ
ミ
リ

○
団
長
表
彰

「
感
謝
状
」
平
成
29
年
退
団
者

元
田
子
町
消
防
団
団
付
分
団
長

尾
形
陸
雄（
37
年
0
月
）

班
長　

稲
村
篤
志（
21
年
3
月
）

団
員　

澤
口
則
雄（
22
年
11
月
）

「
優
良
分
団
表
彰
」

田
子
町
消
防
団
第
８
分
団
・
第

９
分
団　

規
律
厳
正
平
素
の
成

績
特
に
優
秀

（写真５）入所中の妻はなえさんと一緒にお祝い

（写真６）表彰を受ける日向団員
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

　12月25日は上郷
公民館にて、「クリ
スマス会＆ケーキ作
り」を行いました。
おいしいオードブル
とシャンメリーでお
腹も心もクリスマス気分になったところで、
サンタクロースやトナカイに仮装。手作りの
クリスマスカードの交換や、サンタさんから
のお菓子＆小物のプレゼントやゲームを楽し
みました。
　ケーキ作りでは、
ロールケーキをたく
さん並べ約３ｍ１５
㎝のなが～いケーキ
を皆で作りました。
生クリームを泡立て
自分の好きな分を塗
り、イチゴやお菓子
でかわいく仕上げ。
『いっただっきまー
す！』の声の大きいこと！　自分で作ったケ
ーキの味は格別だったようです。
　子どもたち手作りのビンで作ったクリスマ
スツリーと共に、また１つみんなで過ごす楽
しい思い出が増えました。今年度残す行事は、
誕生会・雪上運動会・豆まき・お別れ会に遠
足。もちろん最後まで楽しみま～す！

田子町社会福祉協議会
☎32-4045

☆学童だより
すくすく館上郷分館

新
年
の
訪
れ
を
祝
い
活
躍

を
決
起
～
新
年
を
祝
う
会

～
（
※
写
真
７
）

　

１
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で

平
成
30
年
田
子
町
民
の
新
年
を

祝
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
と
町
商
工
会
、
八
戸

農
協
田
子
支
店
の
主
催
に
よ
り

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

町
内
か
ら
約
80
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
し
た
３
団

体
の
代
表
者
か
ら
年
頭
の
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
田
子

に
ん
に
く
産
地
力
強
化
戦
略
推

進
会
議
本
部
委
員
の
川
村
武
司

さ
ん
か
ら
、
年
頭
の
所
感
と
し

て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
川
村

さ
ん
は
、
昨
年
末
に
品
種
登
録

さ
れ
た「
た
っ
こ
１
号
」誕
生

の
経
緯
や
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ

き
事
な
ど
、
田
子
町
の
将
来
に

つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。

親
子
で「
食
」を
考
え
る

～
お
や
こ
の
食
育
教
室
～

（
※
写
真
８
）

　

１
月
６
日
、
学
童
保
育
施
設

す
く
す
く
館
上
郷
分
館
で
学
童

利
用
児
童
親
子
を
対
象
に
お
や

こ
の
食
育
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
の
生
活
改
善
推
進
員
の

主
導
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
の
う

ち
に
健
全
な
食
生
活
を
確
立
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
親
と
子

が「
一
緒
に
料
理
を
し
、
一
緒

に
食
べ
る
」こ
と
で
、
親
子
で

「
食
」に
つ
い
て
考
え
る
機
会
作

り
と
し
て
、
年
２
回
程
度
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
２
種

類
の
ロ
ー
ル
サ
ン
ド
、
照
り
焼

き
れ
ん
こ
ん
バ
ー
グ
、
き
ゅ
う

り
と
ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ
、
五
平

餅
、
ス
ー
プ
、
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ

ー
で
し
た
。
児
童
ら
は
、
手
洗

い
な
ど
の
準
備
を
終
え
る
と
、

ロ
ー
ル
サ
ン
ド
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
上

手
に
巻
き
終
え
る
と
、
お
か
ず

を
そ
れ
ぞ
れ
の
皿
に
盛
り
つ

け
、「
お
い
し
そ
う
」「
ど
ん
な

味
が
す
る
か
な
」な
ど
試
食
が

待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

（
写
真
８
）
う
ま
く
巻
け
る
か
な
？

（
写
真
７
）
年
頭
の
所
感
を
述
べ
る

　
　

川
村
さ
ん
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●
お
知
ら
せ

■  平成30年 所得申告相談受付のお知らせ（印鑑、通帳が必要です）

会　場 月　日 曜日
対象行政区

午　前 午　後

上郷公民館

研修室

2月13日 火 関 夏坂

2月14日 水 道前・嘉沢 山口

2月15日 木 遠瀬・水亦 新田

2月16日 金 石亀・杉本 茂市

2月19日 月 道地 【上郷地区全域】

中央公民館

研修室

2月21日 水 明土平・上相米 根渡・柴倉

2月22日 木 上風張・風張・
南風張 宮野・細野

2月23日 金 雀ヶ平 野面・ ノ実

2月26日 月 飯豊 原

2月27日 火 【田子町内全域】

2月28日 水 川向・川代・椛山 袖平・清水頭・
干草場

3月1日 木 西舘野 上野・長坂

3月2日 金 矢田郎 野月

3月5日 月 【田子町内全域】

3月6日 火 野々上 池振・野畦沢

3月7日 水 下田子・舞手 向山・衣更

3月8日 木 七日市 種子

3月9日 金 下本町・塚ノ上ミ サンモール

3月12日 月 北側・南側 中本町

3月13日 火

【田子町内全域】3月14日 水

3月15日 木

午前受付  ８時45分～11時　  午後受付  １時～４時30分

★★★　昨年の申告からマイナンバーが必要です。★★★
通知カード（番号付住民票）＋身分証明書（運転免許証、パスポート等）もしくはマイナンバーカードをご持参ください。

　介護認定を受けている65歳以上の方で、身体の障害または認知症の状態が認定基準に該当している場合は、
障害者手帳等を持っていなくても「障害者控除」や「特別障害者控除」を受けることができます。
　（対象者は、所得税や住民税の申告時に、その本人及び認定を受けた人を扶養している方です）

◎田子町の方が、町内の公民館で申告する場合は、認定書
を準備する必要はありませんが、申告時には自ら申し
出てください。（申し出がないと控除できません）

◎税務署や他の市町村で申告する場合は、事前に認定書の
交付を受けなければなりません。
また、手続きの際、介護保険被保険者証や印鑑を使い
ますので、電話でお問い合わせください。

問役場健康増進課（せせらぎの郷）（中村）☎２０−７１００

「障害者控除対象認定書」についてのお知らせ

▼農業・営業申告をされる方へ
　事業に係わる販売額や経費などの
申告の場合は、１年間の合計額を書
いた「収支内訳書」または帳簿を提出
していただきます。
　ただし、農産物・葉たばこ・肉用
牛・農機具の「販売証明書」は確認し
ますので、ご持参ください。

▼給与・年金所得のある方へ
　所得税の申告をする場合は、源泉
徴収票の原本が必要です。
　なくされた時は、早めに支払者か
ら再発行を受けてください。

▼寡婦（寡夫）の方へ
　配偶者と死別または離婚した場
合、寡婦控除等の対象となる場合が
ありますので、申告時には自ら申し
出て確認を受けてください。

▼ふるさと納税をした方へ
　ワンストップ特例制度をご利用し
ない方または６箇所以上の自治体に
寄附なさった方は「寄附金受領証明
書」をご持参ください。

▼その他（該当する場合）
　身体障害者手帳
　国民年金納付領収書
　各種保険料控除証明書
　おむつ使用証明書　　　など

　医療費控除の対象となる領収書は
明細書を作成している場合、今年か
ら確認しません。明細書を作成して
いない場合は、領収書をご持参くだ
さい。

問役場税務課税務グループ（中村）
☎２０−７１１２
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■  不動産・福祉関係事業者向け
　「居住支援セミナー」
　高齢者や障がい者など住宅確保要配慮者の円滑な入
居と居住支援の実現に向けて
▼日時　２月１４日（水）午後１時～３時２０分　
▼場所　八戸市はっち２階シアター２
▼定員　７０名（事前申込必要・入場無料）
▼演題・講師
①障がい者の理解と居住支援について　　
　生活支援センター　青明舎センター長　森富茂子氏
②高齢者・障がい者のための成年後見制度と法定相続

情報証明制度について　青森県司法書士会　

■  一般消費者向け「住まいと空き家の相談会」
・住宅確保要配慮者の入居に向けた住宅相談及び入居
中の支援相談
・空き家等の適正管理及び有効活用に向けた相談
▼日時　２月１４日（水）午前１０時３０分～午後３時
▼場所　八戸市はっち５階　レジデンスＣ
▼相談員　宅地建物取引士、すまいアップアドバイザ

ー、司法書士（事前申込必要・相談料無料）

▼申込・問い合わせ　青森県居住支援協議会
　☎０１７−７２２−４０８６　FAX ０１７−７７３−５１８０

■  「生きがい倶楽部」参加者募集　
　脳トレーニングや創作活動、筋力アップ運動、ゲー
ムなどを通じて、より健康 ･ 元気でいるための場を提
供します。現在田子地区は２５名、上郷地区は９名で
楽しく活動しています。
　あなたも健康づくりのために、仲間と一緒に介護予
防に取り組んでみませんか？
▼対象者　６５歳以上で、要介護認定を受けていない方
※要支援・事業対象者の方は身体状況等を確認し、利

用の可否を決定させていただきます。
▼日時　毎週火曜日・金曜日
　　　　午前１０時～午後２時３０分
▼場所　田子町老人福祉センター（火）
　　　　上郷公民館（金）
▼参加費　お弁当代４００円
　　　　　そのほか材料費等は自己負担となります
※入浴を希望する方は　入浴代１００円
▼送迎　希望者には送迎いたします
　　　　（自分で車の乗り降りができる方に限ります）
▼申込・問い合わせ先
　役場健康増進課・地域包括支援センター
　（せせらぎの郷内）（大久保）☎２０－７１００

■  申告はお早めに　
●所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期限は３月１５日（木）
です。例年、期限の間際になりますと申告会場が混み
合い、お待ちいただく時間も長くなりますので、お早
めに申告してくださるようお願いします。

●消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、国の消費税と同じ申
告書で一緒に税務署に申告し、消費税との合計額を国
に納めます。納められた地方消費税は、国から県に払
い込まれます。
　今年の個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告
と納税の期限は、４月２日（月）です。忘れずに申告、
納税してくださるようお願いします。
問三八地域県民局県税部課税第一課
　☎０１７８−２７−５１１１（内線210）

■  平成29年分所得税などの確定申告
●確定申告
▼申告と納税の期限
◎所得税及び復興特別所得税・贈与税
　３月１５日（木）まで
◎消費税及び地方消費税　４月２日（月）まで

●確定申告書作成会場
▼開設場所　八戸商工会館３階ホール（堀端町２－３）
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用

ください。
▼設置期間　２月１６日（金）〜３月１５日（木）
※会場開設前は、税務署内を含め申告書作成会場を

設置しておりません。少ない職員での対応となり長
時間お待ちいただく場合がございますので、会場設
置期間中にお越しください。
▼開設時間　午前９時１５分～午後４時（土日を除く）
※会場は大変混雑し、申告書の作成に１時間以上要

する場合があります。会場を利用される際には、開
設時間内に申告書を作成できるよう、午後３時前の
来場にご協力願います。

問八戸税務署　〒031-8611江陽二丁目9-45
　☎０１７８−４３−０１４１

■  「縁結びフォーラム」開催のお知らせ
▼日　時　３月１７日（土）午後１時～４時頃
▼会　場　イオンモール下田「イオンホール」
▼講　師　たびすけ合同会社西谷　西

に し や

谷雷
ら い す け

佐代表
　※参加申込み不要
問役場住民課子育て定住移住支援室（白板）
　☎２３−０６７８
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■  「相続登記はお済みですか月間」のお知らせ
　司法書士会では、毎年２月を「相続登記はお済みで
すか月間」と定め、相続登記の手続きを促す啓発活動
の一環として、相続登記に関する無料相談会を実施し
ております。
　相続登記は期限が定められていないため手続きが遅
れがちです。時間が経つと権利関係が複雑になり時間
も費用もかさむことがあるので、早めに終わらせるこ
とが重要です。さらに、冬季の手続きも個々の事情に
よって千差万別ですので、専門家にご相談いただくの
が確実です。
▼相談期間　２月１日～２月２８日までの１カ月間
　　　　　　（土・日・祝日は除く）
▼相談場所　青森県内の各司法書士事務所
※ご相談にスムーズに対応させていただく

ため、事前に各司法書士事務所へご相談の
ご予約をお願いします。
▼費　用　初回相談無料
　　　　　（２回目以降や具体的な手続きは有料です）

問青森県司法書士会 ☎０１７－７７６－８３９８
　〒030-0861青森市長島三丁目５－１６

■  平成30・31年度「国有林モニター」の募集　
　東北森林管理局は、国有林の管理・経営に皆様の声
を役立てていくため、モニターを募集しています。
▼募集人員　４８名程度　
※各地域内の人数及び年齢・男女比等の均衡を図る

ため。最終的な人数と前後することがございます。
▼募集期間　平成３０年２月９日（金）まで（当日消印有効）

▼任　期　平成３０年４月１日から２年間
▼内　容　▽アンケートへの回答　▽現地見学会、国

有林モニター会議への出席など

　応募資格、応募方法など、詳しくは局ホームページ
をご覧いただくか、担当までお問い合わせください。

問東北森林管理局企画調整課林政推進係
　☎０１８−８３６−２２２８　FAX ０１８−８３６−２０３１
　メールアドレス　t_kikaku@maff.go.jp
　ホームページ　http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

■  必ずチェック最低賃金！ 使用者も、労働者も
　青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ
　青森県特定（産業別）最低賃金が、平成
２９年１２月２１日から改正されました。
　金額等は次のとおりです。
⑴鉄鋼業　時間額 ８５５円（改正前 835円）
⑵電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
　情報通信機械器具製造業
　時間額 ７８５円（改正前 765円）
⑶各種商品小売業　時間額 ７７７円（改正前 758円）
⑷自動車小売業　時間額 ８１７円（改正前 798円）

　なお、青森県で働く全ての労働者及び使用者に適用
される「青森県最低賃金」は、平成２９年１０月６日
から、時間額７３８円に改正されています。
　詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧にな
れます。（http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/）

問青森労働局労働基準部賃金室
　☎０１７－７３４－４１１４　FAX ０１７－７３４－５８２１

■  油流出事故防止について
　家庭や事業所から油や薬品が流れ出す水質事故が多
発しています。
　水質事故が発生しますと、側溝や水路を通じ河川に
流れ出ることもあります。河川は、水道用水、かんが
い用水などとして利用されていますので、水質事故は
地域全体に影響を及ぼし、動植物にも悪影響を与えま
す。水質事故の処理にかかった費用は、原因者の方に
負担していただく場合があります。
　厳冬期を迎え、灯油を扱う機会が多くな
っています。ご家庭や事業所で、タンクの
状況の再確認、除雪作業時の破損事故に注
意しましょう。安全で安心な生活のために
ご協力をよろしくお願いします。事故を起こした場合、
または発見した場合は、市町村役場、消防署、警察署
へご連絡ください。

問岩木川・馬淵川水系水質汚濁対策連絡協議会事務局
　青森河川国道事務所　河川占用調整課
　☎０１７−７３４−４５３７　FAX ０１７−７２２−２５３０

■  平成30年度用農業用免税軽油の申請受付に
　ついて
　農業、畜産業等を営む方が作業用トラクター等に軽
油を使用する場合には、軽油引取税の免税対象となり
ます。町では、平成３０年度用農業用免税軽油の申請
受付を次のとおり行います。
▼申請受付期間　２月９日（金）まで
　　　　　　　　午前９時～正午、午後１時～４時

▼申請受付場所　役場産業振興課農業振興グループ
▼その他　期間内に申請ができない場

合には、直接三八地域県民局県税部
（八戸合同庁舎１階）で手続きを行

ってください。

問役場産業振興課農業振興グループ（袖村）
　☎２０－７１１５
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公民館情報

田子町社会教育大会
子どものスポーツと学習バランスについて
　スポーツと学習バランスについて、みんなで語りあ
いましょう。
▼日　時　２月18日（日）午後１時30分から
▼会　場　中央公民館ホール
▼講　師　久保玄次氏
　　　　　（田子町出身：ふるさと大使）
　　　　　愛媛大学名誉教授
▼申込み　２月８日（木）までに田子町教育委員会へ
▼参加料　無料

ご成人おめでとうございます
平成30年田子町成人式
　１月７日、平成30年田子町成人式が中央公民館で
開催されました。当日は、艶やかな振り袖や羽織・袴、
真新しいスーツに身を包んだ新成人44名が出席しま
した。
　式典では、公民館館長からお祝いのことば、町長、
議会議長から激励のことばをいただきました。最後に
新成人を代表し、立田快成さんがお礼の言葉を述べま
した。新成人は来賓や恩師らとの記念撮影後、実行委
員会主催の祝賀パーティーが行われ、恩師や友人との
再会を喜び、近況等を語りながら和やかな時間を過ご
しました。

第44回新春書き初め大会
おめでとう ! 町長賞
池田優妃さん・大野萌愛さん
　１月９日、中央公民館で第44回新春書き初め大会
が開催され、今年は幼児と小学生18名の参加があり
ました。参加者は講師の米田巧先生よりそれぞれの課
題の手本を書いていただき、書き方の指導を受けて、
筆を運んでいました。半紙に向かう度に日本の伝統美

「書道」の技と美に対する関心が高まり、それぞれ「書」
に意気込みが感じられました。

　結果は次のとおりです。
▽町長賞
　池田優妃（田子小４、写真右）
　大野萌愛（田子小５、写真左）　　　　　　
▽文化協会長賞　
　おおのれあ（いずみ幼）・千葉菫（清水頭小１）
▽公民館長賞　
　大野聖連（田子小４）・橋本未来（田子小５）
▽金賞
　せきむかいそうすけ（田子幼）
　才川心絆（田子小２）・村田結愛（田子小２）
　佐藤斗和子（田子小５）
▽銀賞
　さいかわゆいな（田子保）・くぼひとは（田子幼）
　たかさわひなの（田子幼）・山市愛唯音（田子小４）
▽銅賞
　くぼはなか（田子幼）・つちかわおとは（田子幼）
　むらたこうが（田子幼）
　やまもとじょうたろう（田子幼）
※参加者の全作品を１月いっぱい中央公民館に展示し
てありますのでご覧ください。

■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）
または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

●生け花講座
▽と　き　２月17日（土）午後６時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽材料費　1,000円程度
●ストライキングエクササイズ
▽と　き　２月14日・ 21日（水）午後６時30分
▽ところ　中央公民館ホール
▽持ち物　汗ふき用タオル・飲み物
▽参加料　無料
●フラワーアレンジメント教室
▽と　き　２月27日（火）午後７時
▽ところ　上郷公民館研修室
▽材料費　3,000円前後
●水曜わんぱくじゅく
▽と　き　２月28日（水）
▽ところ　上郷公民館
▽内　容　お楽しみ会

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

書き初め大会のようす
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●情報、農業
▽いちばんやさしい60代からの

iPad ／007マ
▽知らなきゃ損する新農家の税金

／611シ
●子育て支援
▽子どもに食べさせたいすこやか

ごはん／596コ
▽３～６歳のこれで安心子育てハ

ッピーアドバイス／599ア
●介護、健康、暮らし
▽がんばりすぎずにしれっと認知

症介護／493ク
▽ココロとカラダに効くハーブ便

利帳／499マ
▽きのう、きょう、あした。／つ

ばた英子／590ツ
●歴史・時代小説
▽百万石の留守居役10 ／忖度／上

田秀人／913ウ
▽空也十番勝負青春篇４／剣と十字

架／佐伯泰英／913サ
▽新・古着屋総兵衛15 ／故郷はな

きや／佐伯泰英／913サ
▽火定／澤田瞳子／913サ
▽口入屋用心棒39 ／隠し湯の効／

鈴木英治／913ス
▽本所おけら長屋３／畠山健二／

913ハ
▽大獄／葉室麟／913ハ
▽森家の討ち入り／諸田玲子／913モ
●ミステリー・警察小説など
▽屍人荘の殺人／今村昌弘／913イ
▽インフルエンス／近藤史恵／913コ
▽道標／東京湾臨海署安積班／今野

敏／913コ
▽駐在日記／小路幸也／913シ
▽北のロマン青い森鉄道線／西村京

太郎／913ニ
▽ノーマンズランド／誉田哲也／

913ホ
▽探偵・日暮旅人の残り物／山口幸

三郎／913ヤ
●そのほかの小説など
▽おもかげ／浅田次郎／913ア
▽彼方の友へ／伊吹有喜／913イ
▽いのち／瀬戸内寂聴／913セ
▽ふたご／藤崎彩織／913フ
●エッセイなど
▽きっとあの人は眠っているんだ

よ／穂村弘／019ホ
▽おちゃめに100歳！寂聴さん／

瀬尾まなほ／910セ
▽桃紅一〇五歳好きなものと生き

る／篠田桃紅／914シ

図書館情報
心ゆたかに生涯読書
～年齢を重ねて読書を楽しむ～

　人は誰でも年齢を重ねていきます。
生きてきた時代・暮らしを振り返っ
て次代に伝えたり、老いの楽しみ・
豊かさをじっくりと味わったり。今
回は、年齢を重ねてこそ楽しめる本
を集めて展示・貸出します。どうぞ
ご利用ください。

○今日すべきことを精一杯！／日野
　原重明
○茨木のり子の献立帖
○角野栄子の毎日いろいろ
○媚びない老後／桐島洋子
○超老人の壁／養老孟司
○初女さんのお漬け物／佐藤初女

●「心ゆたかに生涯読書」特集

　小学生以下の子どもたちが挑戦し
た「読書マラソン」（期間中に何冊の
本を借りて読むことができるか自分
の記録に挑戦する）が終了しました。
今回の参加者は23名。入賞者は13
名でした。１等賞（６日間で35冊読
破）から２等賞は次のみなさんです。
おめでとうございます。

▼１等賞
髙橋祐月、髙橋彩乃、髙橋昂大、
村田結愛、村田煌向、土川響羽、
土川陽葵、久保あかり、久保ひとは、
髙沢優月、髙沢妃希、森崎祐世
▼２等賞　佐藤斗和子

●第55回「読書マラソン」終了

図書館おやすみカレンダー 2月の図書館行事
▼２／７（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷

※２月の「本の読み聞かせととしょかんクラ
ブ」はお休みです。

▼色の濃い日が休館日です。 田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）
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町
の
人
口

平
成
29
年
12
月
31
日
現
在

世帯数／2181（−３）
人口／5664（−７）
男／2742（−４）
女／2922（−３）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
維

持
・
管
理
に
つ
い
て

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

義
務
化
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
古
く
な
る
と
、

電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ

な
ど
で
火
災
を
感
知
し
な
い
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
10
年
を
目
安

に
新
し
い
も
の
に
交
換
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
た
め
に
、

警
報
が
鳴
っ
た
時
の
正
し
い
対

処
方
法
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

◎
お
手
入
れ
方
法

　

警
報
器
は
ほ
こ
り
等
が
つ
く

と
感
知
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

１
年
に
１
回
程
度
布
等
で
乾
拭

き
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
点
検
方
法

・
警
報
器
の
ボ
タ
ン
を
押
す
、

ま
た
は
ひ
も
が
付
い
て
い
る
タ

イ
プ
の
も
の
は
、
ひ
も
を
ひ
く

こ
と
に
よ
り
テ
ス
ト
音
が
鳴
り

ま
す
。

・
鳴
ら
な
い
時
は
電
池
が
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
か
、
電
池
切
れ

で
は
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

◎
警
報
が
鳴
っ
た
時
の
対
処
方

法・
大
声
で
火
事
を
知
ら
せ
１
１

９
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

・
消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
は

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
道
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
に
注
意

し
よ
う

　

冬
期
間
は
、
積
雪
や
気
温
の

低
下
な
ど
に
よ
り
道
路
が
非
常

に
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
車

の
運
転
で
は
、
速
度
を
控
え
め

に
、
車
間
距
離
を
十
分
に
保
っ

て
安
全
運
転
を
心
掛
け
、
次
の

こ
と
を
守
り
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ゆ
と
り
で
走
ろ
う
、
心
と
時
間

と
車
間
距
離
！

▽
１
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

　

冬
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
、

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、
ゆ
と

り
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
２
倍
の
車
間
距
離

　

冬
道
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

の
で
十
分
な
車
間
距
離
を
と

り
、
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

▽
３
分
早
め
の
出
発

　

冬
道
は
あ
せ
り
や
無
理
な
運

転
は
禁
物
、
余
裕
を
持
っ
て
早

め
に
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（木）

あとから体が楽になる運動教室
（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00

2
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

4
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:45〜午後5:05

6
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30

7
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30

8
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00
あとから体が楽になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
9

（金）
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

11
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:45〜午後5:05

13
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

14
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

15
（木）

あとから体が楽になる運動教室
（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
自立支援相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00〜4:00

16
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
血圧を下げる教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後1:00

18
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:45〜午後5:05

20
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

21
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜11:30

22
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00
あとから体が楽になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
献血（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後4:00

23
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30

25
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:45〜午後5:05

27
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
保健推進員研修会（せせらぎの郷）
午前9:30〜10:30

28
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

２月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

誕生

●山目叶
の あ

愛（祥太・真都香）／七日市
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●田沼英樹（上野）
　加藤智子（八戸市）

お悔やみ
●富岡信雄（76歳）下田子
●山沢美則（60歳） ノ実
●腰巡梅吉（85歳）茂市
●佐藤　正（93歳）野々上
●越後きよ（85歳）長坂
●矢守　勇（83歳）七日市
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です



◎
町
長
賞

　

大
野
萌
愛

（
田
子
小
５
）

◎
町
長
賞

　

池
田
優
妃

（
田
子
小
４
）

◎
文
化
協
会
長
賞

　

お
お
の
れ
あ（年

長
）

◎
文
化
協
会
長
賞

　

千
葉　

菫

（
清
水
頭
小
１
）

◎
公
民
館
長
賞

　

松
橋
未
来

（
田
子
小
５
）

◎
公
民
館
長
賞

　

大
野
聖
連

（
田
子
小
４
）
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12
月
９
日
、
上
郷
保
育
園
で

発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
19
名

の
子
ど
も
た
ち
が
合
奏
・
遊
戯
・

劇
遊
び
を
披
露
し
ま
し
た
。
い

つ
も
と
は
違
う
雰
囲
気
の
中
、

０
、
１
歳
児
は
ジ
ッ
と
動
か
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
は
し

ゃ
ぎ
過
ぎ
て
転
ん
で
し
ま
っ
た

り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し

た
が
、
パ
ン
ダ
の
着
ぐ
る
み
姿

の
子
ど
も
た
ち
が
登
場
す
る
と

会
場
か
ら
は「
い
や
い
や　

め

ん
こ
い
ご
ど
～
」
と
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

　

２
歳
児
は
、
絣
の
着
物
に
姉

さ
ん
か
ぶ
り
で
か
わ
い
ら
し
い

「
り
ん
ご
の
姉
さ
ま
」５
歳
児
の

女
児
が
手
踊
り
を
添
え
て
く
れ

ま
し
た
。
３
歳
児
は
、
浴
衣
に

草
履
を
履
き「
孫
」、
最
後
に
は
、

上
郷
の
じ
っ
ち
ゃ
が
登
場
し
会

場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

４
歳
児
は
、
革
ジ
ャ
ン
に
ジ
ー

ン
ズ
で
決
め「
青
春
ア
ミ
ー
ゴ
」

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
る
の
で
は
と
思
う
ぐ
ら
い
の

か
っ
こ
良
さ
で
し
た
。
保
育
園

で
の
発
表
会
最
後
の
５
歳
児
は
、

振
袖
姿
で
頭
に
水
引
の
か
ん
ざ

し
を
付
け「
糸
」二
人
の
息
が
ぴ

っ
た
り
合
い
、
優
雅
に
そ
し
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
踊
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

園
児
の
ご
家
族
の
方
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ご
近
所
の
方
々

も
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
り
、

「
保
育
園
さ
、
何
十
年
ぶ
り
に
来

た
べ
な
、
な
つ
か
し
い
な
」
と

の
声
、
そ
し
て
、
温
か
く
盛
大

な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
く
、
そ
し
て

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

上
郷
保
育
園
）

学
校
の
話
題
　
上
郷
保
育
園

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

今
年
の
干
支
は
「
戊
戌
（
つ
ち
の
え

い
ぬ
）」
で
す
。「
戌
」
と
い
う
字
に
は
、

草
木
が
枯
れ
る
と
い
う
意
味
の
「
滅
」

の
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
滅
び
る
や
朽

ち
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
新
し
い

命
を
守
る
」
と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
戌
年
は
草
木
が
枯
れ

て
休
眠
す
る
年
。
季
節
の
変
化
を
受
け

入
れ
休
眠
し
、
次
へ
命
の
種
と
力
を
委

ね
る
年
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。

申
年
、
酉
年
、
そ
し
て
今
年
は
戌
年
。

鬼
退
治
に
向
か
う
仲
間
が
揃
い
ま
す
。

来
年
は
亥
年
。
今
年
は
、
来
年
突
き
進

む
た
め
の
準
備
期
間
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
ね
。

（
広
報
担
当　

お
お
く
ぼ
）

第44回新春書き初め大会入賞作品 書
道



14

広
報
た
っ
こ
２
０
１
８
年
２
月
号
（
平
成
30
年
１
月
24
日
発
行
）
通
算
第
６
９
９
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　
　「青森県統計グラフコンクール」は、県民の皆様に統計と親しんでい
ただき、統計の表現技術の向上を目的として行われています。今年度
は６部門に７８点の応募がありました。
　田子町の入賞作品は以下のとおりです。

【第１部　小学校１年生および２年生】
◎統計会長賞　「ぼくも　わたしも　スポーツ大すき！！」
　山市凱也、尾形優樹奈、櫻場充也（清水頭小２）（写真上）

◎入選「学校　大すき！！」
　川村美紗貴、野方奈央希、千葉　菫、山本詩晴（清水頭小１）（写真中）

◎佳作「朝ごはん　しっかり食べて　元気もりもり！！」
　　　　袖村風花（清水頭小１）※あおもリサーチ賞受賞
　　　  「たくさん本を読んでるよ」大久保愛海（清水頭小１）

【パソコン統計グラフの部】
◎佳作「みんなの手で住みよい町を作ろう！」大久保聖蘭（清水頭小６）
　　　「読書大好き！広がれ　本の世界」　森崎祐世（清水頭小６）

【指導優良校】　清水頭小学校

▼日　時　２月12日（月）午後１時30分から
　開場　　午後１時
　研修会　午後１時30分～３時30分
▼会　場　中央公民館ホール

▼演　題　「夢の実現～挑戦することの大切さ～」
▼講　師　古賀稔

と し ひ こ

彦氏
ご近所お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

平成29年度青森県統計グラフコンクール

平成29年度生涯学習町民研修会のお知らせ

はじめてのハッピーバースデイ
平成29年１月に生まれた満１歳のお友だちです。

●日向柊
しゅうま

須ちゃん
Ｈ29.1.3

（夏坂・男の子）
お姉ちゃんと仲良し。
いっぱい食べて大きく
なってね！

●櫻川結
ゆ い な

菜ちゃん
Ｈ29.1.20

（関上・女の子）
お誕生日おめでとう♡
いつもニコニコ笑顔で
パパもママも幸せだよ
♡　元気にすくすく育
ってね☆

●千葉皓
あきひと

仁ちゃん
Ｈ29.1.7

（干草場・男の子）
ニコニコ活発な皓仁。
これからも元気いっぱ
い大きく育ってね。


